予算要求資料
平成３０年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費 項：農業費 目：主要農作物対策費
	事業名　産地収益力向上生産支援対策事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　米麦大豆係　電話番号：058-272-1111（内2864）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11423＠pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　120,356千円（前年度予算額：90,147千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産収 入
	寄附金
	その他
	県 債
	一 般

財 源

	前年度
	90,147
	0
	0
	0
	0
	0
	90,147
	0
	0

	要求額
	120,356
	0
	0
	0
	0
	0
	120,356
	0
	0

	決定額
	120,356
	0
	0
	0
	0
	0
	120,356
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
本県の農業は、県民に安全・安心な食料を提供するとともに、県土の環境を守るという大きな役割を果たしてきた。一方、担い手不足の深刻化や米政策の見直し等により、農業者の不安が高まる中、今後、農産物の価格低下が進み、再生産が困難になるとの懸念が生じている。
農業者が安心して農業を取り組んでいくためには、水田・野菜・果樹・花き等の各産地が創意工夫を活かし、地域の強みを活かして進める収益力強化の取組を支援する必要がある。
（２）事業内容

農業機械等の導入及びリース導入、生産資材の導入等に要する経費の一部を助成する。
　　＜主な導入内容＞
　　　ほ場準備関連機械、収穫用機械、選別・調製用機械  他　
　　　
（３）県負担・補助率の考え方

1/2以内　国補助金「産地パワーアップ事業」を活用する。
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	120,356
	・農業機械等の導入及びリース導入

・生産資材の導入等

	合計
	120,356
	


	　決定額の考え方決




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　「ぎふ農業・農村基本計画」

６－（１）　米・麦・大豆、飼料用米
消費者から支持される良食味米の生産を基軸に、麦、大豆の収量及び品質の高位安定化、需要が見込める飼料用米への作付転換などを進め、将来にわたり水田を維持する。
６－（２）トマト

競合産地の台頭や販売形態の多様化といった環境の変化に対応していくため、新たな栽培技術の導入や選果場の機能向上など、産地の構造改革を進める。

６－（６）柿
更なる産地の発展を目指し、多様化する消費者嗜好に対応した新品種の導入や機関作業の労働補完体制の構築など、産地の構造改革を進める。

６－（８）茶

栽培面積、生産量ともに減少傾向にある中で、地域で茶園を管理する新たな体制の整備や荒茶加工施設の再編や高齢化などを支援し、産地の活性化を図る。

６－（９）花き

県オリジナル品種の育成や日持ち保証販売制度の導入、省エネ、低コスト栽培技術の開発・普及等により、県内花き生産者の経営安定を図る。
事業評価調書
	□ 新規要求事業　

	■ 継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	本県の農業は、県民に安全・安心な食料を提供するとともに、県土の環境を守るという大きな役割を果たしてきた。一方、担い手不足の深刻化や米政策の見直し等により、農業者の不安が高まる中、今後、農産物の価格低下が進み、再生産が困難になるとの懸念が生じている。

農業者が安心して農業を取り組んでいくために、水田・野菜・果樹・花き・茶の各産地が創意工夫を活かし、地域の強みを活かして進める収益力強化の取組を支援する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	農業機械等の整備
（箇所数・累計）
	0箇所（H26）
	0箇所
（H27）
	27箇所
（H28）
	40箇所 
（H29）
	44箇所以上
（H30）
	91％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	４地区の産地パワーアップ計画に基づき県下１３箇所において、高性能農業機械等の導入を支援した。
総事業費　108,823千円　補助金　54,044千円　


（前年度の成果）

	農産物生産の高収益化に向けた産地の取組方向の明確化を図りその方向性に即した地域の一体的な取組を実施した。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	今後、農産物の価格が低下するなどの懸念が生じており、農業者が安心して農業を取り組むためには、各産地が地域の強みを活かして進める収益力強化の取組への支援が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　○

	コスト低減や品質の向上、高付加価値化等による産地の収益力向上に向けた取組を実施している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　○

	関係機関が一体となり計画策定や技術指導や支援等を行うことで、目標に向けた取組を行っている。


（今後の課題）

	国際化の進展は加速化しており、「ぎふ農業・農村基本計画」に基づいた強い農業産地を実現する必要がある。


（次年度の方向性）
	収益力のある産地づくりを推進するため、ハード・ソフト両面の支援を継続する。


